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研究成果の概要（和文）：本研究では、強迫症に対する薬物療法以外の治療を終えた強迫症患者を対象に強迫症
の長期予後に関する実態調査を実施した。その解析結果から、残遺症状別の介入候補として、行動活性化、ウェ
ルビーイング、マインドフルネス、家族への巻き込みの対応、自閉症スペクトラムへのアプローチを検討した。
次に各介入の組み合わせや介入順番、実施回数について議論を重ね、臨床現場における予後改善パッケージプロ
グラムの実施可能性について検討した。さらに強迫症における強迫症状とマインドフルネスとの関連について、
強迫症における自閉症傾向とウェルビーイングとの関連について、認知行動療法の普及とその課題について、学
会や論文発表を行った。

研究成果の概要（英文）：In this study, we conducted a survey on the long-term prognosis of 
obsessive-compulsive disorder among patients who had completed non-pharmacological treatment for 
obsessive-compulsive disorder. Based on the results of the analysis, we examined four candidate 
interventions for each residual symptom: behavioral activation, psychological well-being, 
mindfulness, and response to family involvement. Additionally, refereeing to our past clinical 
experience, we discussed what order and how many orders we conduct the candidate interventions, and 
examined the feasibility of implementing the program in clinical settings. Based on the analysis 
results, we presented at conferences and papers on the relationship between obsessive-compulsive 
symptoms and mindfulness in obsessive-compulsive disorder, the relationship between autistic 
tendencies and well-being in obsessive-compulsive disorder, and the dissemination of 
cognitive-behavioral therapy and its barriers.

研究分野： 臨床心理学/精神医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
強迫症患者に対する予後調査、及び予後改善を目的としたプログラムは国内ではほぼ皆無である。本研究では、
強迫症の長期予後に関する実際調査結果から、残遺症状別の介入候補として、行動活性化、ウェルビーイング、
マインドフルネス、家族への巻き込みへの対応等を検討してプログラム構成について議論を重ねた。その効果検
証は研究期間内に実施できなかったが、本プログラムは強迫症の予後改善のみならず、強迫症患者の家族機能を
高めることも期待される。さらに、強迫症とマインドフルネスとの関連や、強迫症における自閉症傾向やウェル
ビーイングとの関連についても検討されたことから、本研究は臨床的にも社会的にも意義があると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

強迫症は寛解に至った患者の約半数が再発を経験している (Eisen et al., 2013)。予後不良要

因として、強迫症状やうつ症状の重篤性、家族機能の不全、社会機能の低さ、罹患期間の長さな

どが挙げられている。さらに治療後に残存する軽度の強迫症状が患者の QOL の低下を維持し、

再発リスクを高める可能性が指摘されている (Hollander, et al., 2010)。本研究班では 2012 年

から科研費の支援を受けて、強迫症に対する認知行動療法（Cognitive Behavioral Therapy; 以

下 CBT）や、家族介入を併用した強迫症治療プログラムの有効性に関する臨床研究を行ってき

た。先行文献にあるように、CBT の実施前後で強迫症状やうつ症状が改善された一方、介入後

の寛解事例においても、長期的な経過を見ると強迫症が再発する予後不良な症例を複数経験し

た。そこで各症例に対して、家族への巻き込みへの対応やマインドルネスなど、個別の積極的な

維持治療に取り組んだところ、比較的短期間の介入でも予後改善に大きな効果が示され、「再発

事例には個別性が高いこと」、「個別性に応じた、比較的簡単な維持治療でも症状改善にかなりの

効果が得られること」を認識するに至った。 

強迫症に特化した再発予防プログラムはほぼ皆無である。一方、大うつ病性障害やパニック障

害への再発予防プログラムとしては、メンテナンス CBT の有効性が実証されおり、メンテナン

ス CBT は 6 年間に渡るフォローアップ期間において再発リスクを低減すると報告されている 

(Stangier et al., 2013; White et al.,2013)。メンテナンス CBT は、薬物療法あるいは認知行動

療法終了後に、残遺症状の改善やウェルビーイングの向上を目的として実施される認知・行動的

介入であり、認知療法、ウェルビーイング療法、マインドフルネス認知療法などで構成されてい

る。再発予防を目的としたメンテナンス CBT の有効性が示されている一方、強迫症に特化した

再発予防プログラムの有効性は、世界的にも明らかではない。 

 

２．研究の目的 

本研究目的は強迫症に対する認知行動療法を終えた患者を対象に長期経過に関する実態調査を

実施し、患者要因と介入要因から予後予測モデルを構築すること、その結果を踏まえて残遺症状

別に介入可能な予後改善パッケージプログラムの構成要素について検討すること、最後にオー

プンラベルの予備試験を実施してプログラムの実施可能性を検討することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

（１）研究デザイン：後ろ向きコホート研究方法 

（２）参加者：DSM-IV による主診断が強迫症の患者で、国立精神・神経医療研究センター病院

において強迫症に対する認知行動療法終了後 1 年以上経過した患者とその家族、またはインタ

ーネットリサーチ会社登録成人モニターのうち強迫症診断基準を満たし、過去 5 年以内に強迫

症に対する薬物療法以外の治療を終えた者 

（３）評価項目：予後の機能水準として、強迫症状 (Y-BOCS)、うつ症状 (BDI-II)、社会機能

（SDS）を、患者要因として、属性、家族への巻き込み (FAS)、自閉傾向 (AQ)、回避傾向 (CBAS)、

心理学的ウェルビーイング (PWB)、マインドフルネス (MAAS) を評価する。 

（４）解析：予測モデルには、機会学習のアルゴリズム（サポートベクターマシーン、ランダム

フォレスト）を用いて、精度の高い予測モデルを構築する。 

 



４．研究成果 

（１）強迫症患者の長期予後に関する調査研究 

研究参加への同意が得られた 120 名（強迫症に対する認知行動療法終了者 17 名、及びインタ

ーネットリサーチ会社登録成人 103 名のうち、欠損例（インターネットリサーチ会社登録成人

14 名）を除く 106 名を解析対象とした。対象者の属性は、男性が 37 名 (34.9％)、女性が 69 名 

(65.1％)、平均年齢は 40.0 歳 (SD=10.2) であった。Y-BOCS は 19.9 点 (SD=8.3)、発症から受

診までの平均は 113.5 カ月 (SD=120.5) であった。 

 

（２）強迫症予後改善パッケージプログラムの構築 

2018 年度は前年度に実施した調査結果を解析して予後改善パッケージプログラム内容を検討

した。強迫症状 (Y-BOCS)、うつ症状 (BDI-II)、仕事や学業、社会活動、家族生活における機能

（SDS）、幸福感 (PWB）のアウトカムから潜在プロフィル分析を行い、介入候補として「1．行

動活性化」、「2．心理学的ウェルビ

ーイング」、「3．マインドフルネ

ス」、「4．家族への巻き込みへの対

応」、「5．自閉症スペクトラムへの

アプローチ」を検討した。さらに、

残遺症状の軽症群（Low 群）、中等

症群（Middle 群）、重症群（High

群）別に、各介入の構成や順番、実

施回数などについて議論を重ねて

予後改善パッケージプログラムを構築

した（図 1）。 

 

（３）強迫症患者における強迫症状とマインドフルネス（気づきや注意の度合い）との関連 

強迫タイプとマインドフルネス（気づきや注意の度合い）との関連性について、調査結果のデ

ータを解析した。はじめに、気づきや注意の度合いと強迫症状やうつ症状等との関連を検討した。

その結果、強迫症状やうつ症状、回避傾向や機能障害で有意な負の相関が示され (r = -.33, p < .01, 

r = -.60, p < .01, r = -.57, p < .01, r = -.43, p < .01)、気づきや注意の度合いが低いほど、強迫症

状やうつ症状、回避傾向や機能障害が高い傾向にあることが明らかになった。次に、気づきや注

意の度合いと各強迫タイプとの関連を検討した。強迫観念のタイプでは，「加害」，「性的」，「溜

め込み」，「宗教」，「正確性」，「身体」で有意な負の相関が示され (r = -.38, p < .01, r = -.29, p 

< .01, r = -.40, p < .01, r = -.29, p < .01, r = -.25, p < .05, r=-.25, p<.01)、強迫行為のタイプで

は，「確認」，「溜め込み」，「数え」で有意な負の相関が示されたことから (r = -.28, p < .01, r = 

-.26, p < .01, r = -.23, p < .05)、気づきや注意の度合いが低いほど「汚染」を除く全ての強迫観

念が生じ、確認、数える、溜め込みといった強迫行為をする傾向が高いことが示唆された。最後

に、従属変数を「マインドフルネス（気づきや注意の度合い）」に，独立変数を各強迫観念・各

強迫行為タイプとしてステップワイズ法による重回帰分析で検討した結果，「溜め込み」と「宗

教」，「加害」に関する強迫観念と確認行為が，気づきや注意の度合いに影響を与える可能性が示

唆された。これらの知見から、強迫症状の重症度や強迫タイプに応じて CBT にマインドフルネ

スを併用することで、CBT 効果の増強や強迫症の予後を改善させることが示唆された。本研究

結果は第 20 回認知療法・認知行動療法学会において発表された。 

図 1．強迫症予後改善パッケージプログラム 



 

（４）強迫症患者の長期予後における自閉症スペクトラム特性とウェルビーイングとの関連 

強迫症患者の長期予後における自閉症スペクトラム特性とウェルビーイングについて、その関

連性を検討した。はじめに、強迫症状と自閉症スペクトラム特性の下位尺度（社会的スキル、注

意の切り替え、細部への注意、コミュニケーション、想像力）との関連性について解析した結果、

自閉症スペクトラムのなかでも特に「想像力の欠如」の高さと強迫症状の高さとの関連が明らか

になった。次に強迫症患者の自閉症スペクトラム特性とウェルビーイングとの関連性について

解析した結果、自閉症スペクトラムのなかでも特に「ソーシャルスキルの低さ」や「想像力の欠

如」と、ウェルビーイングの低さとの関連性が明らかになった。本研究結果は Frontiers in 

Psychology 誌で発表された（Doi et al., 2021）。 

 

（５）厚労省研修事業認知行動療法研修の参加者に対するアンケート調査 

厚労省研修事業認知行動療法研修に参加した過去 10 年間の参加者を対象に、認知行動療法（以

下 CBT）の実施状況や実施における課題等についてアンケート調査を実施し、強迫症に対する

CBT の普及について検討した。同意が得られた 848 名のうち、重複回答データ等を除外した 766

名について統計解析を実施した。「CBT の活用場面」では、「患者や対象者の支援（主に個人対

象） (71.1%)」、「患者支援（主に集団プログラム） (35.4%)」の順で多かった。「CBT やその考

え方に基づいた支援を現場で利用・活用するにあたっての難しさ」に関する回答としては、「実

施するための時間的な余裕がない」が最も多く (48.6%)、次に「職場の勤務体制から定期面接が

難しい」であった (36.6%)。本研究結果は第 22 回認知療法・認知行動療法学会において発表さ

れた。 

 

研究当初に予定していた強迫症予後改善パッケージプログラムのオープンラベルの予備試験は

コロナ禍により実施不可となったが、本プログラムは強迫症の予後改善のみならず、強迫症患者

の家族機能を高めることも期待される。さらに、マインドフルネス、自閉症スペクトラム特性、

及びウェルビーイングの観点から調査データを解析した結果、長期予後における強迫症状とそ

れぞれとの関連性について新たな知見が得られた。 
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